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ホーム ＞ 市⺠レポーター ＞ エコキッズ フードマイレージ地図づくり

エコキッズ フードマイレージ地図づくり

8⽉22⽇10名のエコキッズが集まり「フ－ドマ
イレ－ジ地図づくり」を⾏いました。

前回8⽉2⽇⾃分たちでつくった料理の⾷材
やそのほか世界各地の⾷材をもとに作成しま
した

⾷材によっては、輸送距離に応じてＣＯ2の
発生に⼤きな違いがでます

⾷材ごとに、ＣＯ2量を計算し、それが例え
ば東久留⽶や東京に⽐べてどのくらいの違い
があるこかを知ろうとするものです

世界地図にかきこんで、各グル－プの発表を
通して、理解できたことを共有しあいました

市⺠レポ－タ－ 球歩

フ－ドマイレ－ジは、
重量ｘ距離ｘ輸送⼿段ごとのＣＯ
2排出基準量 で算出します

⾷材が、どこから来たものかを地図で
⽰しています

なれるにしたがい、各グル－プ内での
分業もできるようになりました

⼗分な時間ではありませんが、考え
⽅の理解や地域によるＣＯ2発生
量に⼤きな差異があることが理解でき
ました

ひかれる⽮印の多さから、こんなに多
くの国から運ばれているのがわかっ
た・・・

初めての国も知ることができました・・・
発表では、素直な感想を聞くことがで
きました

つづいては、朝⽇新聞社の中⼭記者
から「南極からみた温暖化」の話です

中⼭記者は、過去2回南極観測調
査隊で越冬経験があります、今回
は、北極観測を終えて1週間後にも
かかわらず、エコキッズのために東久留
⽶に来てくれました

南極でみられる3個の「太陽」です。

極限の寒さが生む驚きの現象です、
真中が「本当の」太陽です

キッズだけでなく、みんな⾝を乗り出し
て聞きいていました

極点に近い南極では、数か⽉も太陽
の⾒えない「夜」、逆に太陽の沈まな
い「昼」が続きます

そんな中にあっての、楽しみの⼀つ
が、オ－ロラです

昭和基地から約1000ＫＭの観測
地「ド－ム富⼠基地」はマイナス80
度の世界です

沸騰させた⽔を空に向かって投げると
⼀瞬のうちに霧氷となります

この地点は、標⾼の4800ＫＭの厚
さが全部「氷」です

調査員の連携作業で、3000ＫＭを
超える深さの氷を採取しました

その氷の中にとじこめられている「ゴミ」
と「空気」が⼤切なのです

約100万年前までの「記録」が詰まっ
ていて、過去のＣＯ2濃度と地球の
気温の関係がわかるのです

お話への興味は尽きません

中⼭記者がおっしゃるように、地球は
かけがえのない「⼈類」の財産ではな
く、⼈間も含めた「生き物たち」の財
産なのですね

わすれられない⾔葉になったことでしょ
う

（写真は、関係者の了解を得て掲
載しています）
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